
年間授業計画　新様式

高等学校 令和5年度（２学年用） 教科  科目 年間授業計画
単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 C 組～ F 組

教科担当者： （ A組： ） （ B組 ： ） （ C組 ： ） （ D組： ） （ E組： ） （ F組： ）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

①封建社会が解体に向かった背景を多面的・
多角的に考察し表現する。
②教皇権の衰退と王権の伸張の関係について
理解する。
③各国における、身分制議会の成立と王権の
伸張の関係を理解する。
④百年戦争によるイギリスとフランスの変容
を多面的・多角的に考察し表現する。
⑤スペインで国王による中央集権化が早く進

①ヨーロッパの人々が遠洋に乗り出していっ
た動機や背景を多面的・多角的に考察し表現
する。
②ヨーロッパの人々の進出がアジアにもたら
した影響や変化を理解する。
③中南米の先住民が短期間でスペイン人に征
服された要因を理解する。
④16世紀に一体化が始まった「世界」の性格
を多面的・多角的に考察し表現する。
①オスマン帝国の基礎が築かれた経緯を理解
する。

〇 13

〇 1

1

〇 15

〇

知識・技能
オリエントの大半が乾燥地帯であること、そのな
かで大河流域のメソポタミアとエジプトで灌漑農
業をもとにいち早く文明化したことを理解してい
る。
南アジアで生まれたさまざまな宗教が、南アジア
の社会や周辺諸地域へ与えた影響を理解してい
る。

思考・判断・表現
ハンムラビ法典や『旧約聖書』などの資料をもと
に、当時の社会の特徴や世界の歴史に与えた影響
を多面的・多角的に考察し表現している。
それまで仏教やジャイナ教が盛んだったことをふ
まえたうえで、ヒンドゥー教が社会に根づいて
いった背景を多面的・多角的に考察し表現してい
る。

主体的に学習に取り組む態度
秦・漢帝国について、自分が抱いた興味・関心や
疑問、追究してみたいことなどを見出して、見通
しを持って学習に取り組もうとしている。
キリスト教の成立について、自分が抱いた興味・
関心や疑問、追究してみたいことなどを見出し
て、見通しを持って学習に取り組もうとしてい
る。

知識・技能
イスラーム教がどのように成立し、短期間で勢力
を拡大していったのかを理解している。
中世の西ヨーロッパで発達した商業の活動状況と
その特徴について、従来との比較をふまえて理解
している。

思考・判断・表現
トルコ人の進出・十字軍遠征・モンゴル勢力の襲
来といった外圧が、西アジアの社会へおよぼした
影響を多面的・多角的に考察し表現している。
大憲章や金印勅書などの資料をもとに、中央集権
国家の形成に向けた各国の動きの共通点と相違点
を多面的・多角的に考察し表現している。

主体的に学習に取り組む態度
中世の西ヨーロッパの文化について、自分が抱い
た興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを
見出して、見通しを持って学習に取り組もうとし
ている。

知識・技能
「世界の一体化」が始まった時期のアジアにおい
て、どのような動きがあったのかを理解してい
る。
ルネサンスの特徴や広がり、それが後世に与えた
影響を理解している。

思考・判断・表現
ヨーロッパ人による航海と探検を示す地図やラス
＝カサス『インディアスの破壊についての簡潔な
報告』などの資料をもとに、ヨーロッパの海洋進
出が諸地域にもたらした影響を多面的・多角的に
考察し表現している。

主体的に学習に取り組む態度
オランダ・イギリス・フランスの覇権争いについ
て、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみ
たいことなどを見出して、見通しを持って学習に
取り組もうとしている。

〇 2

〇 5

①新たに現れた「皇帝」の特質について、そ
れまでの「王」と比較しながら理解する。
②漢の支配体制の変遷を理解する。
③統一国家の出現が社会や文化に与えた影響
を、多面的・多角的に考察し表現する。
①唐の勢力圏の広がりを理解する。
②唐代初期の社会の特徴を多面的・多角的に

〇 〇

〇 〇 17

定期考査 〇 〇 〇 1

合計

70

３
学
期

第9章
大交易・大交流の時代
第10章
アジアの諸帝国の繁栄

〇 〇 〇 2

第11章
近世ヨーロッパ世界の動向

①ルネサンスの担い手や彼らの動機について
理解する。
②ルネサンスを支えた精神の特徴を理解し、
それが後世に与えた影響を多面的・多角的に
考察し表現する。
③多方面におよぶルネサンスの成果が後世に
与えた影響を理解する。
①それまでの教会改革の試みと16世紀の宗教
改革の違いを多面的・多角的に考察し表現す
る。

〇

定期考査 〇 〇 〇 1

〇 〇

〇 〇 〇 11

1〇

２
学
期

第5章
イスラーム教の成立とヨーロッパ世界
の形成
第6章
イスラーム教の伝播と西アジアの動向

①アラブ＝ムスリム軍による大征服の展開を
理解する。
②ウマイヤ朝の領域的な広がりとその支配の
特徴を理解する。
③アッバース朝成立の背景とその統治の特徴
を理解する。
④イスラーム文化の成立の経緯を理解し、ま
たその特徴を多面的・多角的に考察し表現す

〇 〇

第7章
ヨーロッパ世界の変容と展開
第8章
東アジア世界の展開とモンゴル帝国

〇 〇

定期考査 〇 〇

定期考査 〇 〇

１
学
期

第1章
文明の成立と古代文明の特質

①オリエントの風土と、その文明の歴史的特
質の関係を多面的・多角的に考察し表現す
る。
②都市国家に富や権力が集まった理由を多面
的・多角的に考察し表現する。
③メソポタミア文明が今日に残した文化的遺
産を理解する。

〇 〇

第2章
中央ユーラシアと東アジア世界

第3章
南アジア世界と東南アジア世界の展開
第4章
西アジアと地中海周辺の国家形成

①仏教やジャイナ教などの新たな宗教に共通
する点について理解する。
②南アジア最初の統一王朝であるマウリヤ朝
のもとでの仏教の発展について理解する。
③クシャーナ朝と周辺諸地域との関係を多面
的・多角的に考察し表現する。
④「海の道」の交易における南インドの役割
を多面的・多角的に考察し表現する。
①ポリスの特徴およびそこでの人々の生活に

定期考査

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、地理的
条件や日本の歴史と関連付けながら理解しているとともに、諸資料
から世界の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身に付けるようにする。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義、特色など
を、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現代世界とのつながりなど
に着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、歴史に
見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や、考察、
構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を
養う。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、より
よい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を
養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養さ
れる日本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や
他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深め
る。

単元名・指導項目・内容 単元の具体的な指導目標 評価規準 知 思 態
配当
時数

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解す
るとともに，調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べ
まとめる技能を身に付けるようにする。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念など
を活用して多面的・多角的に考察したり，社会に見られる課題の解決に
向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明した
り，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野
に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面
的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民として
の自覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を
尊重することの大切さについての自覚などを深める。

世界史探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

及川

山川　詳説世界史探究

地歴公民

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

地歴公民 世界史探究
2

及川 及川


